
令和 7 年度畜産特別資金等担当者会議資料 
岩手県農業信用基金協会 業務部   

畜産特別資金等に係る保証円滑化事業について 

１ 農業信用保証保険制度について・・・・・・・・・・・・・・・・・P.1 

２ 保証円滑化事業の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P.4 

３ 畜産特別資金等の保証実績等推移・・・・・・・・・・・・・・・・P.10 

４ 代位弁済手続等に係る留意点・・・・・・・・・・・・・・・・・・P.11 





○
農

業
信

用
保

証
保

険
制

度
と

は

（
１
）
農
業
信
用
保
証
保
険
制
度
と
は
？


「
農
業
信
用
保
証
保
険
制
度
」
は
、
農
業
者
等
が
、
Ｊ
Ａ
等
金
融
機
関
か
ら
農
業
経
営
や
生
活
に
必
要
な
資
金
の
融
資
を
受
け
る

際
に
、
農
業
信
用
基
金
協
会
（
以
下
、
協
会
）
が
保
証
人
と
な
る
こ
と
で
円
滑
な
資
金
調
達
を
図
る
（
農
業
者
等
が
融
資
を
受
け

や
す
く
な
る
！
Ｊ
Ａ
等
が
融
資
を
し
や
す
く
な
る
！
）
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。


協
会
は
、
Ｊ
Ａ
等
を
通
じ
て
農
業
者
等
か
ら
申
込
を
受
け
、
保
証
を
引
き
受
け
ま
す
。
万
一
、
保
証
を
引
き
受
け
た
先
（
被
保
証

者
）
が
計
画
ど
お
り
返
済
で
き
な
い
場
合
、
協
会
が
被
保
証
者
に
代
わ
っ
て
Ｊ
Ａ
等
に
債
務
を
弁
済
し
ま
す
。
（
こ
れ
を
一
般
的

に
「
代
位
弁
済
」
と
い
い
ま
す
。
）


な
お
、
被
保
証
者
の
債
務
は
消
滅
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
協
会
は
代
位
弁
済
に
よ
り
被
保
証
者
に
対
し
て
求
償
権
を
取
得
し
ま
す
。

従
っ
て
、
以
後
は
協
会
に
直
接
「
求
償
債
務
」
を
弁
済
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。


保
証
の
引
受
に
は
所
定
の
審
査
が
必
要
で
あ
り
、
協
会
は
農
業
者
等
の
事
業
内
容
や
経
営
計
画
等
を
検
討
し
、
引
受
の
諾
否
を
決

定
し
ま
す
。
ま
た
、
保
証
引
受
時
に
は
、
Ｊ
Ａ
等
の
金
利
と
は
別
に
保
証
の
対
価
と
し
て
「
保
証
料
」
を
負
担
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

融
資
機
関
（

JA
等
）

借
入
者

基
金
協
会

〈
信
用
保
証
の
し
く
み

１
〉

債
務
保
証

委
託
契
約

債
務
保
証
契
約

②
代
位
弁
済

融
資
契
約

①
借
入
金
返
済

③
求
償
権
返
済
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○
農

業
信

用
保

証
保

険
制

度
と

は

（
２
）
制
度
の
し
く
み


「
農
業
信
用
基
金
協
会
」
は
、
（
１
）
の
制
度
趣
旨
に
基
づ

き
、
地
方
公
共
団
体
や
Ｊ
Ａ
等
の
出
資
に
よ
り
各
都
道
府
県

に
設
立
さ
れ
て
お
り
、
公
的
な
保
証
機
関
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
根
拠
法
は
「
農
業
信
用
保
証
保
険
法
」
で
あ
り
、

「
農
業
協
同
組
合
法
」
に
よ
り
設
立
さ
れ
て
い
る
Ｊ
Ａ
や
Ｊ

Ａ
連
合
会
と
は
異
な
り
ま
す
。


協
会
は
一
部
資
金
を
除
き
保
証
割
合

10
0%

で
引
受
し
ま
す

が
、
代
位
弁
済
に
よ
る
リ
ス
ク
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
保

証
引
受
時
に
被
保
証
者
よ
り
徴
収
す
る
保
証
料
か
ら
一
定
の

保
険
料
等
を
支
払
い
、
「
独
立
行
政
法
人
農
林
漁
業
信
用
基

金
」
ま
た
は
「
一
般
社
団
法
人
全
国
農
協
保
証
セ
ン
タ
ー
」

の
保
険
・
再
保
証
に
付
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
協
会
が

代
位
弁
済
し
た
際
、
全
国
団
体
か
ら
そ
の

70
％
ま
た
は

50
％

が
補
て
ん
さ
れ
る
仕
組
み
で
す
。


こ
の
よ
う
に
、
本
制
度
は
、
「
農
業
者
等
の
信
用
を
補
完
す

る
信
用
保
証
制
度
」
と
「
信
用
保
証
制
度
を
補
完
す
る
た
め

の
保
険
を
行
う
信
用
保
険
制
度
」
で
成
り
立
っ
て
お
り
、
こ

れ
ら
を
総
称
し
て
「
農
業
信
用
保
証
保
険
制
度
」
と
い
い
ま

す
。


な
お
、
農
林
漁
業
信
用
基
金
の
保
険
対
象
は
「
農
業
者
」

（
Ｊ
Ａ
に
お
け
る
正
組
合
員
、
農
業
に
従
事
す
る
准
組
合
員

等
）
で
あ
り
、
全
国
農
協
保
証
セ
ン
タ
ー
の
再
保
証
対
象
は
、

農
業
者
以
外
の
准
組
合
員
で
す
。

基
金
協
会

融
資
機
関

（
Ｊ
Ａ
等
）

〈
信
用
保
証
の
し
く
み

２
〉

保
険
契
約

（
70

%
）

再
保
証
契
約

（
50

%
）

保
証
契
約
（

10
0%

）

（
独
）
農
林
漁
業
信
用
基
金

（
一
社
）
全
国
農
協

保
証
セ
ン
タ
ー

農
業
者

（
農
家
組
合
員
）

非
農
家
組
合
員
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○
畜

産
特

別
資

金
等

に
係

る
保

証
要

件

保
証
対
応
に
係
る
一
般
的
な
要
件
と
し
て
、
畜
産
特
別
資
金
融
通
事
業
実
施
要
綱
等
に
規
定
さ
れ
る
ほ
か
、
以
下
の

よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

項
目

要
件

融
資
機
関

当
協
会
と
債
務
保
証
契
約
を
締
結
し
て
い
る
県
内
Ｊ
Ａ
、
Ｊ
Ａ
岩
手
県
信
連
、
銀

行
、
信
用
金
庫

保
証
対
象
者

当
協
会
の
会
員
又
は
Ｊ
Ａ
の
組
合
員
で
あ
る
こ
と
、
租
税
滞
納
が
無
い
こ
と
、
当

協
会
の
求
償
債
務
者
で
な
い
こ
と

等
保
証
金
額

50
百
万
円
以
上
の
場
合
、
（
独
）
農
林
漁
業
信
用
基
金
と
の
事
前
協
議
が
必
要

担
保

原
則
と
し
て
不
動
産
担
保
が
必
要

保
証
人

個
人
の
場
合
：
原
則
と
し
て
不
要
。
た
だ
し
、
年
齢
、
健
康
状
態
等
に
よ
り
必
要

に
応
じ
て
連
帯
保
証
を
求
め
る
場
合
有
り
。

法
人
の
場
合
：
原
則
と
し
て
代
表
者
の
連
帯
保
証
を
求
め
る
。

保
証
料
率

畜
産
リ
ノ
ベ
資
金

：
年

0.
95
％
又
は

0.
65
％
（
有
担
保
）

酪
農
・
肉
用
牛
担
い
手
緊
急
支
援
資
金
：
年

0.
95
％
又
は

0.
65
％
（
有
担
保
）

家
畜
疾
病
経
営
維
持
資
金

：
年

0.
43
％
又
は

0.
37
％
（
有
担
保
）

※
保
証
料
は
貸
付
実
行
時
に
全
期
間
分
を
一
括
前
取
で
徴
収

※
「
有
担
保
」
は
担
保
余
力
が
あ
る
場
合
に
適
用
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畜
産

特
別

資
金

家
畜

疾
病

経
営

維
持

資
金

畜
産

経
営

維
持

緊
急

支
援

資
金

　
保

証
円

滑
化

交
付

金
　

飼
料

円
滑

化
資

金
 (

交
付

は
令

和
4
年

度
で

終
了　

飼
料

円
滑

化
資

金
 (

交
付

は
令

和
4
年

度
終

了
　

保
証

円
滑

化
交

付
金

　
農

業
信

用
基

金
協

会
　

農
業

信
用

基
金

協
会

　
融

資
機

関
　

農
業

信
用

基
金

協
会

信
用

基
金

と
の

保
険

関
係

等

・
保

険
関

係
が

成
立

し
て

い
る

こ
と

が
要

件
に

は
な

っ
て

い
な

い
が

実
体

上
、

付
保

1
0
0
％

・
担

保
及

び
保

証
人

を
徴

求
し

て
い

る
貸

付
・

信
用

基
金

と
の

要
保

険
関

係

・
担

保
及

び
保

証
人

の
徴

求
の

有
無

に
か

か
わ

ら
ず

部
分

保
証

に
伴

う
融

資
機

関
リ

ス
ク

分

・
担

保
及

び
保

証
人

の
徴

求
に

つ
い

て
定

め
無

し
・

信
用

基
金

と
の

要
保

険
関

係

対
象

費
用

・
畜

特
資

金
に

係
る

保
証

債
務

の
弁

済
及

び
求

償
権

の
償

却
に

伴
う

費
用

・
信

用
基

金
か

ら
の

保
険

金
受

領
額

を
除

く

・
飼

料
支

援
資

金
に

係
る

保
証

債
務

の
弁

済
及

び
求

償
権

の
償

却
に

伴
う

費
用

・
信

用
基

金
か

ら
の

保
険

金
受

領
額

を
除

く

・
飼

料
支

援
資

金
に

係
る

基
金

協
会

の
保

証
債

務
の

弁
済

時
に

お
け

る
元

本
、

利
息

及
び

遅
延

損
害

金
の

合
計

額
残

高
か

ら
、

基
金

協
会

よ
り

弁
済

を
受

け
た

額
を

控
除

し
た

額
（

残
債

権
）

・
緊

急
支

援
資

金
に

係
る

保
証

債
務

の
弁

済
及

び
求

償
権

の
償

却
に

伴
う

費
用

・
信

用
基

金
か

ら
の

保
険

金
受

領
額

を
除

く

助
成

割
合

・
上

記
対

象
費

用
の

う
ち

の
基

金
協

会
自

己
リ

ス
ク

分
の

1
/
4
若

し
く

は
3
/
8

2
5
.3

.1
5
貸

付
の

特
別

支
援

資
金

、
改

善
緊

急
支

援
資

金
に

つ
い

て
は

1
/
2

・
上

記
対

象
費

用
の

う
ち

の
基

金
協

会
自

己
リ

ス
ク

分
の

1
/
4

・
上

記
残

債
権

の
9
/
1
0

・
上

記
対

象
費

用
の

う
ち

の
基

金
協

会
自

己
リ

ス
ク

分
の

0
.5

代
弁

の
承

認
・

代
位

弁
済

に
つ

い
て

、
あ

ら
か

じ
め

知
事

と
協

議
、

中
央

畜
産

会
へ

申
請

・
代

弁
の

承
認

は
終

了
・

代
弁

の
承

認
は

終
了

・
代

位
弁

済
に

つ
い

て
、

あ
ら

か
じ

め
知

事
と

協
議

、
生

産
者

団
体

協
議

会
を

経
由

し
、

機
構

理
事

長
へ

申
請

交
付

の
申

請
・

承
認

を
受

け
た

日
か

ら
6
ヵ

月
以

内
に

中
央

畜
産

会
に

申
請

・
円

滑
化

の
交

付
は

終
了

・
円

滑
化

の
交

付
は

終
了

・
代

弁
を

し
た

日
か

ら
6
ヵ

月
以

内
に

生
産

者
団

体
協

議
会

に
申

請

求
償

権
の

償
却

・
中

央
畜

産
会

に
通

知
・

但
し

、
拡

大
基

金
を

も
っ

て
代

弁
し

た
も

の
に

つ
い

て
は

、
中

央
畜

産
会

を
経

由
し

て
機

構
理

事
長

に
通

知

・
中

央
畜

産
会

に
通

知
・

中
央

畜
産

会
に

通
知

・
生

産
者

団
体

協
議

会
を

経
由

し
、

機
構

理
事

長
へ

通
知

保
証

円
滑

化
交

付
金

の
返

還

・
畜

特
資

金
に

係
る

債
務

保
証

の
業

務
が

終
了

し
た

場
合

、
求

償
権

の
償

却
に

係
る

費
用

へ
の

補
て

ん
に

当
て

た
後

の
残

額

・
飼

料
支

援
資

金
に

係
る

債
務

保
証

の
業

務
が

終
了

し
た

場
合

、
求

償
権

の
償

却
に

係
る

費
用

へ
の

補
て

ん
に

当
て

た
後

の
残

額

・
飼

料
支

援
資

金
に

係
る

債
務

保
証

の
業

務
が

終
了

し
た

場
合

、
求

償
権

の
償

却
に

係
る

費
用

へ
の

補
て

ん
に

当
て

た
後

の
残

額

・
緊

急
支

援
資

金
に

係
る

債
務

保
証

の
業

務
が

終
了

し
た

場
合

、
求

償
権

の
償

却
に

係
る

費
用

へ
の

補
て

ん
に

当
て

た
後

の
残

額

要
件

・
担

保
及

び
保

証
人

の
徴

求
の

有
無

の
要

件
無

し
・

信
用

基
金

と
の

要
保

険
関

係

・
新

た
に

担
保

及
び

保
証

人
を

徴
求

し
な

い
貸

付 ・
信

用
基

金
と

の
要

保
険

関
係

対
象

費
用

・
農

業
信

用
基

金
協

会
の

融
資

機
関

に
対

す
る

弁
済

額
か

ら
信

用
基

金
か

ら
の

保
険

金
受

領
額

を
控

除
し

た
額

・
農

業
信

用
基

金
協

会
の

融
資

機
関

に
対

す
る

弁
済

額
か

ら
信

用
基

金
か

ら
の

保
険

金
受

領
額

を
控

除
し

た
額

補
て

ん
の

内
容

・
上

記
対

象
費

用
の

9
割

・
償

却
時

に
要

補
て

ん
額

の
不

足
額

を
交

付
（

償
却

時
特

別
交

付
金

）

・
上

記
対

象
費

用
の

9
割

・
償

却
時

に
要

補
て

ん
額

の
不

足
額

を
交

付
（

償
却

時
特

別
交

付
金

）

代
弁

の
承

認
・

代
位

弁
済

に
つ

い
て

、
畜

産
局

長
へ

申
請

・
代

位
弁

済
に

つ
い

て
、

地
方

農
政

局
長

等
(北

海
道

は
畜

産
局

長
)へ

申
請

交
付

の
申

請
・

代
弁

を
し

た
日

か
ら

6
ヵ

月
以

内
に

(社
)全

国
畜

産
経

営
安

定
基

金
協

会
に

申
請

・
代

弁
を

し
た

日
か

ら
6
ヵ

月
以

内
に

(社
)全

国
畜

産
経

営
安

定
基

金
協

会
に

申
請

そ
の

他
・

毎
年

度
末

に
お

い
て

求
償

権
の

回
収

の
結

果
、

要
補

て
ん

額
を

上
回

る
交

付
額

を
返

納

・
毎

年
度

末
に

お
い

て
求

償
権

の
回

収
の

結
果

、
要

補
て

ん
額

を
上

回
る

交
付

額
を

返
納

家
畜

飼
料

特
別

支
援

資
金

各
資

金
の

保
証

債
務

の
弁

済
に

係
る

助
成

措
置

資
金

名

交
付

金
名

助
成

先

畜 産 経 営 維 持 安 定 特 別 対 策 事 業 （ 特 別 支 援 金 ）資 金 融 通 事 業 実 施 要 綱

債 権 保 全 措 置 に つ い て は 、

一 般 的 な 規 定 の み で 助 成 措 置 は 無 し

資
料
4
（
１

）
①
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（
補

助
率

　
1
/
4
 ,
 3

/
8
 ,
 1

/
2
）

（
補

助
率

　
基

金
協

会
　

1
/
4
 ,
 融

資
機

関
　

9
/
1
0
 ）

緊
急

支
援

保
証

円
滑

化
交

付
金

（
補

助
率

　
1
/
2
）

 円
滑

化
特

別
事

業
（

H
1
3
ま

で
）

ア
．

農
業

信
用

保
証

保
険

制
度

の
仕

組
み

と
助

成
措

置

農
林

水
産

省

農
畜

産
業

振
興

機
構

農
林

漁
業

信
用

基
金

中
央

畜
産

会

市
町

村
生

産
者

団
体

等
会

員
都

道
府

県
農

業
信

用
基

金
協

会

農
協

等
融

資
機

関

畜
産

特
別

資
金

借
受

者

飼
料

円
滑

化
資

金

畜
特

保
証

円
滑

化
交

付
金

（
緊

急
支

援
資

金
）

債 務 保 証 申 込

指
導

・
監

督

畜
産
特
別
資
金
等
貸
付
け

補 助
補 助

都
道

府
県

保 証 料

出
資
補
助

補
助

債
務
保
証

出
資

出
資

出
資

保
険

料

保
証
保
険

出 資

代
位

弁
済

承
認

申
請

協
議

補
助

（
飼

料
円

滑
化

資
金

の
み

）
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イ．畜産特別資金保証円滑化事業に係る

損失補てんの仕組み図

（１００％保証の場合） 

農業信用基金協会債務保証（１００％保証） 

（７０％保証の場合） 

金融機関（30％）   農業信用基金協会債務保証（７０％保証） 

 

３／４

(5/8) 

基金協

会リス

ク分

１／４

(3/8) 

中畜補

てん分

農林漁業信用基金保険付保分

（保証引受額の７割）

基金協会分

（同左 3 割） 

基金協会分

（同左 3 割） 

金融機関分

（貸付金の3割） 

農林漁業信用基金

保険付保分

（保証引受額の７割）

１／４

(3/8) 

中畜補

てん分

３／４

(5/8) 

基金協

会リス

ク分

H25.3.15 貸付の特別支援資金 及び 
畜産経営改善緊急支援資金（H25～27 年度） 
に係る中畜補てん割合は、１／２

（→ 基金協会リスク分 １／２）

H24 補正措置 

H25.3.15 貸付の特別支援資金 及び 
畜産経営改善緊急支援資金（H25～27 年度） 
に係る中畜補てん割合は、１／２

（→ 基金協会リスク分 １／２）

H24 補正措置 
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ウ．家畜疾病経営維持資金融通事業に係る損失補てんの仕組み図

家畜疾病経営維持資金の融資について、県基金協会が当該保証債務の弁済を行った

場合、当該保証債務に係る県基金協会のリスクとなる額について畜産経営維持安定特

別対策事業の対象となります。 

その場合の損失補てん（特別支援金）の仕組み図は以下のとおりです。 

なお、当該保証債務については独立行政法人農林漁業信用基金のとの間に保険関係

が成立しているものが対象ですが、本資金にあっては、担保又は保証人の提供を受け

た場合も承認の対象となります。 

農業信用基金協会債務保証 

農林漁業信用基金保険付保分   基金協会分

（保証引受額の７割）  （同３割）

畜
産
経
営
維
持
安
定
特
別

対
策
事
業
で
交
付

（
特
別
支
援
金
の
交
付
）
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畜産経営維持安定特別対策事業 

 

１ 趣旨 

  家畜疾病、飼料費高騰等広範囲に影響を与える事態の発生に 

より経済的に影響を受けた畜産経営の維持安定に必要な資金の 円

滑な融通を図るため、農業信用保証保険制度における機関保 証を

支援し、もって我が国畜産経営の安定に資する。 

 

２ 事業内容 

（１）対象資金    ①大家畜経営維持資金       

          ②ＢＳＥ対応畜産経営安定資金 

          ③大家畜経営改善償還推進資金 

         ④家畜疾病経営維持資金 

         ⑤家畜飼料特別支援資金            

（２）融資機関  農協、銀行、信用金庫等 

（３）保証機関  都道府県農業信用基金協会 

（４）支援内容  代位弁済発生後、都道府県農業信用基金協会 

        を支援する。 

  

３ 事業実施主体 （一社）全国畜産経営安定基金協会 
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③代位弁済
　　承認申請

　　　④代位弁済の承認

融資機関
（農協、銀行、信用金庫等）

畜　産　経　営　者

畜産経営維持安定特別対策事業による

農業信用基金協会に対する支援

（特別支援金による損失補てん）

独立行政法人
農林漁業信用基金

農林水産省
（生産局長、農政局長等）

都道府県農業信用基金協会

一般社団法人
全国畜産経営安定基金協会

畜産経営維持安定

特別対策基金

特別支援金等の交付

に関する契約の締結

⑦特別支援金

⑥特別支援金交付請求

・当初、代位弁済

額の９/１０を交付

→最終損失の全

額を補てん

保険金

債務保証

額の70％

保
証
保
険

債
務
保
証

⑤
代
位
弁
済

貸
付

債
務
保
証
申
込

基
金
造
成
補
助

②
代
弁
請
求

①

延
滞
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○
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特
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資
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等
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残
高
推
移 実
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還

保
証
残
高

実
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還
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実
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大
家
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善
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（
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9）
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0
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0
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7

0
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8
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支
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0
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0

0
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0
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収
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0
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00
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0
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00
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00
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令
和
6年

度
資
金
名

資
金
名

　
H2
6年

度
を
最
後
に
新
規
保
証
実
績
な
し
。

　
各
年
度
の
償
還
額
に
は
代
位
弁
済
額
も
含
む
。

　
昨
今
の
経
営
環
境
悪
化
の
影
響
か
ら
、
代
位
弁
済
は
増
加
が
見
込
ま
れ
、
求
償
権
回
収
は
低
調
。

　
直
近
3ヶ

年
の
代
位
弁
済
は
、
畜
産
経
営
維
持
緊
急
支
援
資
金
2件

、
35
百
万
円
で
あ
っ
た
が
、
現
在
、
7件

68
百
万
円
の
代
位
弁
済
請
求
を
受
理
、
審
査
中
で
あ
り
、
今
年
度
の
代
位
弁
済
実
行
が
見
込
ま
れ

る
。

令
和
4年

度
令
和
5年

度

令
和
4年

度
令
和
5年

度

令
和
6年

度
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○ 代位弁済手続等に係る留意点 
 
代位弁済を行うためには、基金協会は、岩手県知事の事前承認を得たうえで、

畜産特別資金については、公益社団法人中央畜産会（中畜）、畜産経営維持緊急
支援資金については、独立行政法人農畜産業振興機構（ALIC）との事前協議を
行い、承認を得る必要があります。 
審査、管理等のプロセスに不適切な事由がある場合、承認を得られず、代位弁

済ができない事態も想定されます。 
過去の事前協議事例から、中畜やＡＬＩＣが代位弁済の承認にあたり、どのよ

うな事項を重視しているのか、紹介します。 
 
＜事前協議の視点＞ 
１ 貸付時の審査が適切であったか 
 （１）資金使途 
    借換対象の借入金は、全て農業に由来する負債であるか。 
    例えば、本制度資金で借換する借入金が、過去の負債をまとめて借換し

た借入金の場合、まとめて借換する前の負債の資金使途まで確認を求め
られるケースがあります。その中に、生活関連の借入金（自動車ローンや
カードローンなど）が含まれていると、資金使途違反と見做されます。 

 （２）事業計画 
売上の根拠数値は妥当であったか、家計費は家族状況等に照らして妥当

であったか、等について、結果との比較から検証されます。 
 
２ 期中管理、経営指導が適切であったか 
 （１）指導記録簿 
    指導記録簿の整備は必須要件とされております。また、指導記録簿の記

載内容から、融資機関の指導への考え方等を問われるケースもあります。 
 （２）経営改善計画の見直し 
    事業実施要綱等の規定に基づく見直しが適切に実施されているかを確

認するため、貸付後全ての見直し計画の提出を求められます。 
    当初の計画と乖離が生じている場合、その要因を分析し、対策を講じて

いたかを問われます。 
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    また、計画期間中に新たな投資や借入が行われていた場合は、計画の見
直しが適切に行われていたか、見直した計画に蓋然性が認められるか、等
について確認を求められます。 

（３）家族状況、家計費を含めた管理
融資機関が、家計費の増加要因を把握し、家計費を含めた資金繰り指導

を的確に行っていたかを問われます。 
３ 延滞後の管理・回収方法が適切であったか 
（１）複数の債権がある場合

本制度資金以外の貸付金や未収金がある場合、本制度資金について他
の債権に劣後しない取扱いが求められます。 

    保証の無いプロパー資金や購買債権等を優先的に回収する等の管理を
行っていないか、各債権の回収経過を含め、詳細な確認を求められること
があります。 

（２）経営中止の場合
家畜や畜産用資産の処分代金が債権への回収財源となりますので、不

用意に預金の払い戻しに応じないなど、適切に管理を行っていたかを問
われます。 

    （１）と同様の考え方から、処分代金は、各債権額の按分計算により公
平に充当されているか（又は充当予定か）、確認を求められます。 

４ 全般的な整合性 
事前協議書類として、貸付審査、期中管理、事故発生に至るまでの経緯を疎

明する資料を添付することになり、書類に記載している内容や事実の時系列に
齟齬があれば、その理由等について詳細な確認を求められます。 

以上 
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